
【参考資料①】令和６年度以降の中堅教諭等資質向上研修について
＜目的＞学校全体を見渡す広い視野をもち、学校運営に参画する中堅教諭（ミドルリーダー）として必要な資質向上を目指す

目指す姿：❶ 学校全体の視点から、自分が取り組むべき課題を明確にし、実現に向けて解決することができる。
❷ 教育目標の実現に向けて積極的に関与し、意見することができる。
❸ 同僚性を高め、管理職や同僚教職員とともに、学校の組織を活性化することができる。

自己の課題設定及び目標設定

STEP1

研修コンテンツを活用した研修

STEP２

研修履歴活用アプリと連動した研修

自己の実践の振り返りによる個別最適な学び
他者との対話による協働的な学び

自校における課題発見・解決を考える学び
↓

研修履歴活用アプリによる学びのリフレクション
研修計画の見直し

STEP３

自校における学校運営に
参画する実践的な学びの

実施

学校におけるミ
ドルリーダーと
して学校運営に
参画し、組織を
活性化させる

NEXT STAGE

背
景

・研修履歴の記録と対話による指導助言等の仕組みの制度化による「新たな教職員の学び」の実現と充実が求められている。
・中堅教諭等資質向上研修に該当する教諭は、教育に関し相当の経験を有し、その教育活動その他の学校運営の円滑かつ効果的な実施において中核的な役割を果たすことが期待されている。本県で
は、勤務実績３年以上の者を中堅教諭等資質向上研修の対象としてきたが、教育に関し相当の経験を有するとは言い難く、学校運営において中核的な役割を果たすためにも対象者の見直しを図る
ことが必要。

・「令和の日本型学校教育」の実現に向けた「新たな教師の学び」を実施するためには、「研修観」を捉え直すことが求められている。

目
標

理論と実践の往還

身に付ける資質・能力の明確化：①課題を発見する力・課題を解決する力（自己の課題・学校組織としての課題）、②企画立案する力、③若手教職員のモデルとなり、組織の一員として行動する力

ミドルリーダーとしての実践に向けて
【オンデマンドコンテンツ】実践準備期間

自己の課題等の設定
（①の課題、②③のミドルリーダーの行動とは）

・チームの一員として取り組む学校づくり
・学校運営への参画 自校で取り組む実践

STEP１で設定した自己の課
題等の解決に向けて、STEP
２の講座から実践する具体的
なテーマを決定する。実践は
講座受講後に取り組み、その
成果と新たな課題について振
り返ってメモしておく。

実践後、最終成果レポートに
まとめる。
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最終成果レポートの内容
(1)STEP1で設定した課題等
(2)実践
（前後に管理職等との対話）

(3)成果と課題
(4)自身の変容
（(1)の課題設定からの変容）
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事前準備

研修コンテ
ンツを活用
した準備と
計画書作成

受講後

対
象 勤務実績８年～10年の教諭

※選択必修は、実践の内容に応じて１講座を選択する。
※学び続ける教諭を支える仕組みとして、対象期間中は、Ⅱ～Ⅵの研修講座を全て受講す
ることが可能であり、何度でも受講することもできる。

最終成果レポート兼研修報告書
提出

必修Ⅱ Ⅱ 同僚性を高める心理的安全性の構築〔①②③〕

選
択
必
修

Ⅲ 児童生徒への適切な指導・支援を行うための校
内支援体制の構築・運用〔①③〕

Ⅳ 地域等の連携・協働による学校教育の充実に向
けて〔①②〕

Ⅴ 学校組織で取り組む危機管理〔①②〕

Ⅵ 学校の特色・資源を生かしたカリキュラム・マ
ネジメント〔①②〕

必修Ⅰ

１ ミドルリーダーに向けての心構え

２ 教育法規とコンプライアンス

３ 奈良県の教育課題と施策

～



〇教育研究所での希望研修

〇研修コンテンツによる研修

〇県内の教科等研究会での研修

〇校内研修 など

伸長期
○総合的課題解決能力の向上

基礎形成期
○基礎的指導力の向上

基礎定着期
○実践的指導力の向上

中堅教諭等資質向上研修
＜第一ステージ＞

○自己のキャリアをプランニングする時期

中堅教諭等資質向上研修
＜第二ステージ＞

○中堅教諭等として学校で中核的な役割を担っていく時期

共通研修（４講座）
勤務実績３年～10年の教諭

自己啓発研修
勤務実績７年～10年の教諭

必修研修（１講座）
勤務実績９年～10年の教諭

【参考資料②】 令和６年度以降の中堅教諭等資質向上研修について
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勤務実績８年～10年の教諭

中堅教諭等資質向上研修
○学校全体を見渡す広い視野をもち、学校運営に参画する中堅教諭等（ミド
ルリーダー）として必要な資質の向上を目指す時期

勤務
実績

３年 ４年 ５年 ６年 ７年

○初期研修を修了し、教員としての個の実践知を高めるための
自己研修等に取り組む時期

○自己研修や校内研修・研究活動を主体的に行い、日々の職
務を通して実践知を高める。

自らの課題を明確にして、今後の目標を定める。
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児童生徒へ
の指導・支援

地域連携

危機管理 カリ・マネ

個で培った資質・能力
を、学校のミドルリー
ダーとして役立てる

教
育
研
究
所
で
の
研
修

同僚性を高める心理的安全性の構築

〇必修Ⅱ【オンライン研修】 （１講座）

〇必修Ⅰ【オンデマンド研修】 （１講座）

〇選択必修【オンライン研修】 （１講座）

ミドルリーダー
としての心構え

教育法規とコ
ンプライアンス

奈良県の教育
課題と施策

８年 ９年 10年０年 １年 ２年 11年 12年 13年 ･･･


